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細胞医療の時代2018シリーズ
＜第３回 細胞医療への期待と規制＞

2018/5/9 於 東京大学医科学研究所付属病院

立命館大学大学院先端総合学術研究科
坂井めぐみ



はじめに

◼自己紹介

◼報告の目的

➢ 一面的な患者像を問いなおす

➢ 「患者」「治ること」を再考する

➢ 患者による評価とは？

➢ 「患者の知」を歴史的に理解する2



生命科学研究と患者

◼ 遺伝病財団によるハンチントン病研究の主導
（Wexler 1996=2003）

◼ アクトアップ（ACT-UP）によるエイズ治療薬
認可への関与（Epstein 1996）

◼ 臨床試験への患者参画の推奨（別府・武藤
2012）

◼ 市民と科学者が対立を越えて連携する

citizen-science alliances（Brown 2010）
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再生医療研究と脊髄損傷者

◼ 幹細胞研究の進展（1990年代後半～）

◼ 1992年：ニューロスフィア法確立（Reynolds
and Weiss）

◼ 1996年：成体脳の神経幹細胞の性質が証明
（Reynolds et al.）

◼ 脊髄損傷根本治療の可能性

◼ 再生医療を推進する患者団体「特定非営利活動法
人 日本せきずい基金」が活動を開始（1996年
～）
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日本せきずい基金の活動
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◼再生医療研究を推進する患者団体

◼学会を通し研究者と協力関係を構築

◼せき損センターの増設を

◼急性期／亜急性期／慢性期

◼臨床試験への関与
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臨床試験への期待と牽制？

◼培養自家骨髄間質細胞移植

◼関西医科大学・京都大学

◼2003年12月発表：2004年2月開始予定

◼対象：急性期脊髄損傷
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A-Q４：培養する場合の
GMP（優良製造規範）
レベルのクリーン度をク
リアできるか．培養細胞
を臨床で使用する場合，
GMP準拠が必要なの
か，望ましいのか，他施
設での培養は不可なの
か？

研究計画の変更，IRB再申請
（GMP準拠施設での細胞培
養検討）
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A：腰椎穿刺という注入
手技に伴うものやウィ
ルス感染によるリスク
程度．細胞注入で予測
される最悪の状態は，
何の効果もないこと
で，注入したことで損
傷レベルなどがさらに
悪化するということは
ない．

E-Q18：被験者に伝える予測される
リスクの内容？

専門家



◼ ウィルス感染によるリスク程度というが，「考え得る
炎症」が髄膜炎や脊髄炎である場合，麻痺レベル、知
覚レベルは確実に低下すると思われる．その点は考慮
されているのか？

◼ 部分的な再生の仕方によっては，仮に運動機能がある
程度改善しても，強い異常疼痛や異常知覚，自律神経
過反射が残ったり，強まらないかどうか．その場合
「再生は絶対善」ではない．「望まれない再生」のよ
うな「中途半端な」再生はないかどうか？

日本せきずい基金事務局，2004，『日本せきずい基金ニュース』，No.21，障害
者団体定期刊行物協会．
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◼ 交渉における共通言語 ▶︎「医療の言葉」

◼ 患者に求められる科学リテラシー

◼ 生物医学的な専門知識と「患者の知」の交
渉、相容れないふたつの知識

◼ 専門家と患者のリスク認識の違い

◼ 患者にとっての臨床試験のリスク：「専門
家とは異なる視点」で臨床試験を捉えたと
きに、たちあられてくる

◼ 脊髄損傷者にとっての臨床試験：現在の生
活との関係を考慮したうえで決めること



脊髄損傷者にとって

「治ること」とは何か？

これまで脊髄損傷者と医療は
どのように関係してきたの
か？
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脊髄損傷の歴史を振り返る

◼明治・大正期

◼戦前・戦中期

◼1945年～1970年代
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◼ 「脊椎斷骨」，「患者ノ生命ハ数月間」

◼ 「損傷部以下ノ知覚，運動ヲ損失スルニ
至ルベシ」

◼ 日清・日露戦争による「脊髄銃創」，
「脊柱射創」
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脊髄損傷者＝短命
左 ウィリアム・クラーク. 拘刺児倔編, 奥山虎炳閲, 半井成質訳. 外科拾要
三編巻五. 東京: 和泉屋市兵衛; 1873. p. 14.

右 陸軍衛生事蹟編纂委員会編. 明治二十七八年役陸軍衞生事蹟第4卷戰傷（下）. 

東京: 陸軍省医務局;  1907. しょうけい館戦傷病者史料館所蔵.



◼ 1926年：日本整形外科学会創立

◼ 1932年：「『ミエログラフィー』ト脊髄外科」 （第7回日
本整形外科学会，東陽一）

◼ 1935年：「脊髄外科」（第10回日本整形外科学会，前田和
三郎・岩原寅猪）

◼ 1936年：博士論文「鈍力ニヨル脊髄損傷ノ外科的療法」
（九州帝大医学部 天児民和）

◼ 検査，「椎弓截除術」 ，褥瘡予防

岩原寅猪（1901-1988） 天児民和（1905-1995）田代義徳（1864-1938）



◼ 1937年：戦傷病者の医療体制の整備

◼ 脊髄損傷者は臨時東京第一陸軍病院へ

◼ 1940年：傷痍軍人箱根療養所の開設

◼ 臨時東京第一陸軍病院から傷痍軍人箱根療養所へ

◼ 機能改善手術，合併症治療，物理療法、温泉療法etc…

◼ 手術＋後療法▶︎「軍内治療」

臨時東京第一陸軍病院 18 1942年頃の傷痍軍人箱根療養所
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「臥したものは起し，起きたものは立たせ，
立つたものは歩ましめる．ともすれば引込み
勝ちとなる患者を鼓舞鞭撻する．今迄眠つて
ゐた患者の闘魂は再び醒め涙ぐましい努力を
續ける．かくして起きたものは立ち，立つた
ものは歩く．精神力こそ更生の原動力であ
り，軍患者ならではの感を深くするとともに
ここに軍内治療の眞髄を觀るが如くである」

安田常男, 岩原寅猪, 大内正夫. 脊髄戰傷に於ける麻痺肢の對策. 日本整形外科學
會雜誌 1943; 18(7): 817-819.



◼1945年：国立箱根療養所へ改組

◼1949年：労災増加，労災病院の
登場

◼病院格差の顕在化

20



21

「吾々は當初可成り積極的に椎弓切除，硬膜
切開を行つたものであるが手術によつて得た
りと感じたことは殆どなく，その結果特殊な
ものを除いて脊髄損傷は保存的に處置すべき
ものとの結論にきている」

岩原寅猪. 脊髄損傷の臨床. 東京: 医学書院; 1952. p. 54.
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「医師は自信あり気に，きっと治ると言い放った．
（略）腰椎の局部麻酔なので意識は終始はっきりと
している．執刀で切り口が開かれる．実際に痛みは
それほどないのだが，初めてのことで恐怖が走る．
『これが神経だよ』と執刀医が周囲の医師たちに説
明する．とたんに激痛が来る．『さあ，足を動かし
てごらん』といわれるが，何のことはない．3時間
あまりの手術は終了．その後，ベットにうつ伏せの
生活が続く．そのうちに回復して動けるようになる
だろうという医師の言葉を信じるしかありませんで
した．後で知ったのだが，手術は椎弓切除であっ
た」（1954年に受傷）

全国脊髄損傷者連合会九州ブロック連絡協議会編. 車イス生活者の戦後50年史
われら市民めざせ21世紀. 東京: 身体障害者団体定期刊行物協会; 1995. pp. 17-
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◼ 1950年代後半：リハビリの導入

◼ 起立・歩行訓練の活発化

◼ 1959年：「全国脊髄損傷患者療友会」
設立

◼ 1964年：東京パラリンピック開催

◼ 1974年:「全国脊髄損傷者連合会」改称
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「当時，車椅子使用よりも歩行訓練が重視さ
れていましたので，最初は補助装具はないの
で，弾力包帯で足に板を付け，その上より包
帯でぐるぐる巻き，立つことのみの事を1週
間程繰り返し，装具が出来上がると着用させ
てもらい，まず松葉杖を持って立つこと．
少々下腹を前の方向に向けて立っていなけれ
ば，少し腰を引くと即転倒，尻餅をつくこの
時の痛さは，目がくらくらと真暗になる程で
す」（1962年受傷）

全国脊髄損傷者連合会九州ブロック連絡協議会編. 車イス生活者の戦後50年史
われら市民めざせ21世紀. 東京: 身体障害者団体定期刊行物協会; 1995. p. 40.
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医療者：日本家屋特有の段
差は自力で乗り越える必要
がある．▶︎社会復帰のため
の歩行訓練

脊髄損傷者：日本家屋で
は、狭くて歩行訓練が継続
できない．▶︎病院内におい
て、健康を維持するための
歩行訓練

松葉杖訓練（1965年頃）
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第14回国際ストークマンデビル競技会
に出場する脊髄損傷者（1965年）

『脊損療友』（1960年、1961年）



まとめ
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◼臨床試験と「患者の知」

◼医療との関係，その歴史

◼「患者の知」を医療に生かす
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ご静聴ありがとうございまし
た．
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連絡先 sakaimegumi924@gmail.com


